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土
屋 

博 

文
語
の
苑
、「
新
生
茶
苑
」
を
定
例
勉
強
會
と
し
て
新
た
に
開
催
す
る
こ
と
と
相
成
り
候
。
洵
に
悦
ば
し

き
哉
。
顧
み
る
に
抑
々
文
語
の
苑
の
「
茶
苑
」
は
お
茶
の
水
女
子
大
學
を
開
催
場
所
と
し
て
対
象
を
現
役

學
生
中
心
と
し
て
發
足
せ
り
。(
藤
原
正
彦
教
授
の
ご
盡
力
の
賜
な
り
。)
そ
の
後
、
愛
甲
名
誉
會
⾧
の
發

意
に
よ
り
文
語
の
苑
役
員
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
る
「
復
活
茶
苑
」
を
田
園
調
布
、
そ
の
後
更
に
場
所
を

替
へ
て
櫻
神
宮
に
て
再
開
し
た
る
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
と
な
り
、
講
師
陣
の
高
齢
化
と
い
ふ
已
む
を
得

ざ
る
事
情
も
あ
り
、
遂
に
休
眠
状
態
と
な
り
た
る
は
痛
恨
の
極
み
な
り
き
。
今
回
の
「
新
生
茶
苑
」
の
講

師
役
は
高
田
友
主
任
研
究
員
な
り
。
氏
の
講
義
の
面
白
さ
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
の
教
室
な
ど
に
て
つ
と
に
定

評
の
あ
る
処
な
れ
ば
、
大
い
に
愉
し
み
と
致
し
た
る
処
な
り
。 

今
回
の
テ
キ
ス
ト
は
伊
勢
物
語
な
り
。
六
月
二
十
七
日
の
第
一
回
目
に
は
、
初
段
「
う
ひ
か
う
ぶ
り
」、

二
段
「
西
の
京
の
女
」、
三
段
「
ひ
じ
き
も
」、
四
段
「
西
の
對
に
住
む
人
」、
五
段
「
二
条
の
后
」
を
學

べ
り
。 

 

小
生
も
「
伊
勢
物
語
」
に
つ
き
若
干
の
自
宅
學
習
を
ば
試
み
た
り
。「
教
程
日
本
文
學
小
史
」(
中
等
学
科

教
授
法
研
究
會
、
明
治
三
十
一
年
刊
)
に
よ
ら
ば
、
伊
勢
物
語
に
つ
い
て
は
、「
在
原
業
平
の
作
な
り
と

い
ふ
。
そ
の
文
章
簡
勁
、
歌
姿
秀
逸
な
り
」
と
あ
り
。
ま
た
、
國
文
學
習
の
必
須
書
「
落
合
直
文 

國
文

評
釋
」(
明
治
二
十
五
年
刊
)
に
は
伊
勢
物
語
よ
り
「
小
野
の
深
雪
」、
収
録
せ
ら
る
。
業
平
の
作
と
し
て

扱
は
れ
、「
三
十
一
字
は
業
平
の
惟
喬
親
王
に
對
し
奉
れ
る
精
神
見
え
て
あ
は
れ
い
と
ふ
か
し
。
こ
と
に

親
王
大
殿
籠
ら
で
明
し
給
ひ
て
け
り
の
一
句
に
い
た
り
て
は
讀
者
を
し
て
お
ぼ
え
ず
袖
を
し
ぼ
ら
し
む
」

と
の
評
釋
あ
り
。 

 

以
下
、
関
連
参
考
文
献
な
ど
を
記
す
。 

一
「
特
別
展 

伊
勢
物
語
の
世
界 

展
覧
会
目
録
」 

(
五
島
美
術
館
、
平
成
六
年
十
月
刊
、
二
〇
三
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。 

第
一
章
伊
勢
物
語
の
成
立 

伊
勢
物
語
の
中
核
部
分
は
在
原
業
平
(
八
二
五
年
生
れ
、
八
八
〇
年
歿
)
自
身
こ
れ
を
著
し
た
る
こ
と
定

説
に
て
、
凡
そ
百
年
の
年
月
を
掛
け
て
増
補
せ
ら
れ
、
百
二
十
五
段
と
な
り
た
る
由
。「
源
氏
物
語
」
の

總
角
(
あ
げ
ま
き
)
の
巻
に
は
「
在
五
が
物
語
」、「
狭
衣
物
語
」
に
は
「
在
五
中
将
の
日
記
」
と
書
か

る
。 

第
二
章
伊
勢
物
語
の
寫
本 

最
も
古
き
も
の
は
藤
原
公
任
(
九
六
六
年
生
れ
、
一
〇
四
一
年
歿
)
筆
に
よ
る
も
の
。 

第
三
章
伊
勢
物
語
の
註
釋
書 
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定
家
の
孫
の
二
条
為
氏
(
一
二
二
二
年
生
れ
、
一
二
八
六
年
歿
)
筆
の
「
伊
勢
物
語
知
顕
抄
」
あ
り
。
ま

た
、
在
原
業
平
次
男
滋
春
の
書
と
傳
は
る
秘
傳
書
「
伊
勢
物
語
髄
脳
」
な
ど
も
あ
り
。 

第
四
章
伊
勢
物
語
の
美
術 

現
存
す
る
最
も
古
き
も
の
は
「
白
描
伊
勢
物
語
繪
」(
梵
字
經
刷
)
な
り
。(
白
描
と
は
墨
線
の
み
に
て
描

き
た
る
繪
畫
)
江
戸
時
代
初
期
「
伊
勢
物
語
圖
色
紙
」
は
俵
屋
宗
達
(
一
六
四
〇
年
頃
歿
)
の
制
作
な

り
。
尾
形
光
琳
(
一
六
五
八
年
生
れ
、
一
七
一
六
年
歿
)
の
筆
に
な
る
「
伊
勢
物
語
圖
」
の
魅
力
は
格
別

な
り
。
光
琳
作
に
は
「
業
平
蒔
繪
硯
箱
」、「
八
橋
蒔
繪
螺
鈿
硯
箱
」
て
ふ
工
藝
品
も
あ
り
。 

第
五
章
伊
勢
物
語
の
展
開 

江
戸
時
代
中
期
の
畫
家
土
佐
光
芳
の
繪
、
裏
松
意
光
(
こ
れ
み
つ
)
の
詞
に
よ
る
「
奈
良
繪
本
伊
勢
物

語
」
は
色
鮮
や
か
な
る
冊
子
本
な
り
。 

 

二 

「
Ｃ
Ｄ
二
枚
組 

伊
勢
物
語
」 

(
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ổ
ビ
ス
セ
ン
タ
ổ
) 

講
師
神
野
藤
(
か
ん
の
と
う
)
昭
夫
跡
見
女
子
大
教
授
。
原
文
朗
讀
は
加
賀
美
幸
子
。
第
一
段
初
冠
、
第

四
段
春
や
昔
の
、
第
二
十
三
段
筒
井
筒
、
第
八
十
三
段
小
野
の
雪
な
ど
を
収
録
す
。 

 

三
「
伊
勢
物
語
上
下 

全
譯
註
」
阿
部
俊
子
著 

(
講
談
社
學
術
文
庫
、
一
九
九
五
年
二
十
版
) 

阿
部
俊
子
は
明
治
四
十
五
年
生
れ
、
一
九
九
三
年
歿
。
東
京
女
子
高
等
師
範
卒
業
後
、
東
京
文
理
科
大
學

國
文
科
卒
。
配
偶
者
は
源
氏
物
語
の
研
究
者
、
東
大
名
誉
教
授
阿
部
秋
生
な
り
。
初
版
は
一
九
七
九
年
な

り
。 

 

四
「
新
潮
日
本
古
典
集
成 

伊
勢
物
語
」
渡
邉
實
校
注 

(
新
潮
社
、
昭
和
五
十
一
年
刊
、
定
價
千
三
百
圓
、
二
六
九
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
函
入
。 

 

五
「
日
本
英
雄
傳
」 

(
非
凡
閣
、
昭
和
十
一
年
刊
) 

在
原
業
平
の
箇
所
を
見
る
に
、
小
野
の
里
の
わ
び
住
居
に
惟
喬
親
王
を
訪
ね
た
る
際
の
「
忘
れ
て
は
夢
か

と
ぞ
思
ふ
思
ひ
き
や 

雪
ふ
み
わ
け
て
君
を
見
ん
と
は
」
及
び
「
思
ふ
こ
と
云
は
で
ぞ
た
だ
に
止
み
ぬ
べ
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き 
わ
れ
に
ひ
と
し
き
人
し
な
け
れ
ば
」
を
引
き
、
激
情
家
と
し
て
の
一
面
を
強
調
せ
り
。
有
名
な
る
東

下
り
は
、「
二
条
の
后
入
内
を
妨
げ
た
る
こ
と
露
見
し
、
髪
の
毛
を
ぷ
つ
つ
り
と
切
ら
れ
、
恰
好
は
悪

し
、
世
間
の
口
煩
い
と
い
ふ
の
で
、
髪
の
毛
の
延
び
る
ま
で
と
思
ひ
東
北
地
方
へ
旅
に
出
た
」
も
の
な
る

由
。 

 

六
「
日
本
の
書
物
」
紀
田
順
一
郎
著 

(
新
潮
社
、
昭
和
五
十
一
年
刊
) 

伊
勢
物
語
の
箇
所
に
は
夫
婦
仲
良
く
伊
勢
物
語
の
古
書
を
蒐
集
し
続
け
、
後
醍
醐
天
皇
宸
筆
寫
本
を
含
む

日
本
一
の
伊
勢
物
語
の
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
「
鐵
心
齋
文
庫
」
を
完
成
さ
せ
た
る
芦
沢
新
二
夫
妻
の
感
動
的
美

談
も
掲
載
せ
ら
る
。 

(
令
和
四
年
七
月
十
二
日
受
附
) 

  


